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野
の
崎
ざき
厳
げん
さん７人家族のご紹介です。

　部活も勉強も頑張っている長男悠
ゆう
晴
せい
くんとニ男

海
かい
晴
せい
くん､おしゃべりが上手で元気いっぱいの長女

心
こ

晴
はる

ちゃんに囲まれ､にぎやかに暮らしています。
　「つがる市は自然が多く､子ども医療費助成など
子育てしやすい環境にあるけど､少子化の影響など
で部活動の存続が難しい状況になっている。部活
動の選択肢が増えて､子どもたちが希望する部活動
のできる環境になってほしいな」と話していました。

親子三代住みたいまち親子三代住みたいまち
～稲垣地区の三世代家族～



◎は全会一致

議案番号等 件　　　　　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案

予算

29号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和２年度つがる市一般会計補正予算（第13号）） ◎ 承認

30号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和２年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）） ◎ 承認

31号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和２年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）） ◎ 承認

32号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和２年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第５号）） ◎ 承認

33号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和３年度つがる市一般会計補正予算（第１号）） ◎ 承認

34号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和３年度つがる市一般会計補正予算（第２号）） ◎ 承認

35号 令和３年度つがる市一般会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決
36号 令和３年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案 ◎ 可決
37号 令和３年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案 ◎ 可決
38号 令和３年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第１号）案 ◎ 可決
39号 令和３年度つがる市下水道事業会計補正予算（第１号）案 ◎ 可決

条例

40号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件　（つがる市税条例等の一部を改正する条例）　　　　　　　 ◎ 承認

41号
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件　
（つがる市半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措置に関する
条例の一部を改正する条例）　　　　　　　　　　　　　　　　

◎ 承認

42号
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件
（つがる市承認地域経済牽引事業のために設置される施設に係る固定資
産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例）

◎ 承認

43号
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件
（つがる市特別災害による被害者に対する市税減免の特別措置に関する
条例の一部を改正する条例）

◎ 承認

44号
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件
（つがる市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例）

◎ 承認

45号
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件
（つがる市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例）

◎ 承認

46号
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件
（つがる市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予
防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例の一部を改正する条例）

◎ 承認

47号
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件
（つがる市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例）

◎ 承認

48号 つがる市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例案 ◎ 可決
49号 つがる市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
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議
案
第
53
号
　

工
事
の
請
負
契
約
の
件

議案番号等 件　　　　　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案
その他 50号 第２次つがる市総合計画後期基本計画案 ◎ 可決
人事 51号 筒木坂財産区管理委員の選任につき同意を求めるの件 ◎ 同意
条例 52号 つがる市手数料条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

契約 53号 工事の請負契約の件（（仮称）つがる市防災備蓄倉庫・ヘリポート整備事業建築工事） ◎ 可決

財産

54号 財産の取得の件（消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）） ◎ 可決
55号 財産の取得の件（ロータリ除雪車（2.6ｍ級300ｐｓ）） ◎ 可決
56号 財産の取得の件（スクールバス） ◎ 可決
57号 財産の取得の件（スクールバス） ◎ 可決
58号 財産の取得の件（スクールバス） ◎ 可決

その他 59号 訴えの提起の件 ◎ 可決
諮問 2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件 ◎ 適任

議員提出議案
発議 １号 つがる市議会会議規則の一部を改正する規則案 ◎ 可決

名
　
　
　
称

（
仮
称
）
つ
が
る
市
防
災
備
蓄
倉
庫
・

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
事
業
建
築
工
事

場
　
　
　
所

つ
が
る
市
木
造
若
緑　

地
内

契
　
約
　
の

相
　
手
　
方

つ
が
る
市
木
造
若
竹
13
番
地

株
式
会
社　

伊
藤
鉱
業　

代
表
取
締
役
社
長　

増
田　

教
正

請
負
代
金

４
億
６
７
５
０
万
円
（
消
費
税
込
み
）

工
　
　
　
期

令
和
３
年
６
月
16
日
か
ら

令
和
４
年
４
月
25
日
ま
で

契
約
の
方
法

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

建
物
概
要

構
造
・
規
模

防
災
備
蓄
倉
庫

油
庫

Ｓ
造
２
階
建
て
（
準
耐
火
構
造
）

Ｓ
造
平
屋
建
て
（
そ
の
他
建
築
物
）

敷
地
面
積

１
８
４
５
６
・
４
２
㎡

建
築
面
積

防
災
備
蓄
倉
庫

油
庫

計

８
６
４
・
２
４
㎡

７
・
９
９
㎡

８
７
２
・
２
３
㎡

延
床
面
積

防
災
備
蓄
倉
庫
（
１
Ｆ
）

防
災
備
蓄
倉
庫
（
２
Ｆ
）

油
庫

計

８
３
２
・
０
０
㎡

３
９
６
・
８
０
㎡

７
・
９
９
㎡

１
２
３
６
・
７
９
㎡

（仮称）つがる市総合体育館北側に建設されます

つがる市議会だより－第70号3



第70号－つがる市議会だより

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終

息
を
見
せ
な
い
中
、
出
産
に
対
し
て
不
安
を

抱
え
て
い
る
妊
婦
が
多
い
。
ま
た
、
妊
婦
健

診
時
に
お
け
る
妊
婦
自
身
の
車
の
運
転
は
身

体
的
負
担
も
大
き
い
た
め
、
安
心
・
安
全
に

出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
タ
ク
シ
ー
券
を

支
給
し
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　
つ
が
る
市
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
ア
ク

セ
ス
支
援
事
業
に
お
い
て
、
妊
娠
・
分
娩
の

リ
ス
ク
が
高
く
県
内
の
周
産
期
母
子
セ
ン

タ
ー
で
健
診
・
治
療
を
受
け
て
い
る
妊
産
婦

や
出
産
後
、
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
等
に

入
院
し
て
い
る
子
ど
も
を
見
舞
う
産
婦
に
対

し
、
通
院
や
入
院
に
か
か
る
交
通
費
や
宿
泊

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
提
案
の
交
通
費
の

支
援
に
つ
い
て
は
妊
婦
の
心
身
お
よ
び
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
た
め
、
関
係
機

関
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
し
て
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
出
産
後
の
子
の
養
育
に
つ
い
て
支
援

が
必
要
な
妊
婦
（
＝
特
定
妊
婦
）
に
手
厚
い

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
市
長
公
約
と
し
て
農
作
物
の
ブ
ラ
ン

ド
推
進
に
よ
る
所
得
向
上
を
掲
げ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。

【
市
長
】

答　
ブ
ラ
ン
ド
政
策
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
難
し
い
で
す
が
、
首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ
し
、

つ
が
る
市
を
周
知
さ
せ
る
の
が
ブ
ラ
ン
ド
の

重
要
な
仕
事
で
す
。
東
京
事
務
所
は
テ
レ
ビ

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
告
換
算
値
は
億
単

位
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
メ
ロ
ン
の
水
耕
栽

培
な
ど
様
々
組
み
合
わ
せ
て
農
産
物
の
知
名

度
向
上
を
図
り
、
売
上
げ
を
伸
ば
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
主
食
用
米
の
需
要
拡
大
が
見
込
め
な

い
中
、
米
粉
を
利
用
し
た
加
工
品
に
力
を
入

れ
て
は
ど
う
か
。

【
経
済
部
長
】

答　
本
市
で
は
意
欲
的
に
取
り
組
む
農
家

や
加
工
事
業
者
に
対
し
て
六
次
産
業
化
を
推

進
す
る
た
め
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
補

助
金
や
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
補
助
金
に
よ
り
、

試
作
品
の
開
発
、
加
工
製
品
の
販
路
調
査
費

用
等
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

【
福
祉
部
長
】

答　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
医
療
機
関
等
と
特
定
妊
婦
の
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
る
ほ
か
、
さ
ら
に
支
援
を

必
要
と
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
に
お
い
て
個
別
に
検
討

し
、
支
援
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
ま
り
地
方
移
住

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
好
機

と
捉
え
、
東
京
事
務
所
を
通
し
て
首
都
圏
か

ら
人
を
呼
び
込
み
、
地
球
村
コ
テ
ー
ジ
に
お

い
て
、
お
試
し
に
よ
る
移
住
体
験
を
さ
せ
た

後
、
空
き
家
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
定
住
促

進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】

答　
東
京
事
務
所
と
連
携
し
、
移
住
希
望

者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
把
握
し
な
が
ら
、
お
試
し

移
住
の
実
施
を
目
指
し
、
既
存
の
移
住
支
援

制
度
と
あ
わ
せ
て
情
報
発
信
し
て
、
移
住
者

の
増
加
や
空
き
家
活
用
の
促
進
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
将
来
、
加
工
セ
ン
タ
ー
を
建
て
替
え

す
る
な
ら
、
農
産
加
工
品
の
生
産
性
が
高
ま

る
よ
う
に
施
設
規
模
を
拡
大
し
て
整
備
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

【
経
済
部
長
】

答　
施
設
の
状
況
や
作
り
手
の
後
継
者
等

含
め
た
意
向
調
査
、
出
荷
・
販
売
先
調
査
な

ど
施
設
計
画
の
策
定
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

問　
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
市
営
住
宅
の

今
後
の
整
備
計
画
は
。

【
建
設
部
長
】

答　
令
和
４
年
度
に
下
水
道
工
事
の
測
量

設
計
を
行
い
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
工
事
着

工
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問　
縄
文
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設

計
画
は
。

【
市
長
】

答　
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
と
田
小
屋
野

貝
塚
の
両
史
跡
の
現
地
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

と
土
産
販
売
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
、
市
の
中
心
地
に
新
た
に
博
物
館
の
整

備
を
考
え
て
い
ま
す
。

五
いつわかい
和会　成

なり た
田　克

かつこ
子

●�

安
心
し
て
出
産
で
き
る
体
制
を

●
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
を
推
進
し
て
は

五
いつわかい
和会　長

は せ が わ
谷川榮

えいこ
子

●
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
の
振
興
策
は

●
古
い
市
営
住
宅
の
整
備
計
画
は

●
縄
文
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
計
画
は

4



つがる市議会だより－第70号

問
　
ナ
ラ
シ
対
策
（
米
・
畑
作
物
の
収
入

減
少
影
響
緩
和
交
付
金
）
と
収
入
保
険
の
加

入
率
と
補
償
内
容
は
。

【
経
済
部
長
】

答　
左
記
の
と
お
り
（
加
入
率
は
令
和
２

年
度
現
在
）。　
　
　
　
　

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
外
食
産
業
に
よ
る
米
の
需
要
が

落
ち
込
み
、
米
価
が
下
落
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
が
、
市
の
対
策
は
。

【
市
長
】

答　
米
の
需
要
見
通
し
と
し
て
国
で
は
令

和
３
年
産
生
産
量
６
９
３
万
ト
ン
を
見
込
み
、

令
和
４
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
量
は
１
９
５

万
ト
ン
か
ら
２
０
０
万
ト
ン
と
試
算
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

は
令
和
３
年
産
生
産
量
７
０
９
万
ト
ン
を
見

込
み
、
令
和
４
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
量
は

２
２
０
万
ト
ン
か
ら
２
５
３
万
ト
ン
と
試
算

し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
供
給
過
剰
と
な
っ
て
い

る
状
況
を
考
え
る
と
本
市
で
は
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
の
試
算
が
現
実
的
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
米
価
下
落
が
予
想
さ
れ
る

ほ
か
、
農
業
経
営
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た

め
、
本
市
で
は
ナ
ラ
シ
対
策
の
積
立
金
10
％

の
ほ
か
、
収
入
保
険
（
掛
け
捨
て
タ
イ
プ
）

の
保
険
料
10
％
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
今

後
も
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
高
収
益

問　
主
食
用
米
ナ
ラ
シ
対
策
加
入
補
助
金

２
６
５
０
万
円
、
収
入
保
険
加
入
推
進
事
業

補
助
金
４
５
０
万
円
を
補
正
し
て
い
る
理
由

は
。

【
経
済
部
長
】

答　
本
市
独
自
の
補
助
事
業
と
し
て
ナ
ラ

シ
対
策
の
積
立
金
10
％
の
ほ
か
、
収
入
保
険

（
掛
け
捨
て
タ
イ
プ
）
の
保
険
料
10
％
を
補

助
す
る
も
の
で
、
財
源
は
い
ず
れ
も
農
山
漁

村
活
性
化
事
業
基
金
積
立
金
を
活
用
し
ま
す
。

問　
保
険
料
の
補
助
は
何
年
か
。

【
経
済
部
長
】

答　
ナ
ラ
シ
対
策
は
今
年
度
限
り
で
収
入

保
険
は
５
年
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　
若
者
の
定
住
対
策
と
し
て
結
婚
す
る

夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
を
一
律
支
給
し
て
は
ど

う
か
。

【
総
務
部
長
】

答　
現
在
実
施
し
て
い
る
施
策
と
整
合
性

を
取
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

作
物
や
大
豆
、
飼
料
用
米
へ
の
転
換
な
ど
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
農
家
の
生
産
意
欲
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
支
援
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

【
市
長
】

答　
収
入
保
険
や
ナ
ラ
シ
対
策
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
く
ら
い
の
大
幅
な
米
価
下
落
が

あ
っ
た
場
合
は
、
種
子
購
入
費
の
助
成
な
ど

の
政
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

五
いつわかい
和会　佐

さ さ き
々木敬

けいぞう
藏

●
米
価
下
落
へ
の
対
策
は

絆
きしんかい
心会　齊

さいとう
藤　　渡

わたる

●
経
営
を
支
え
る
農
業
保
険
の

内
容
は

●
若
者
の
定
住
対
策
は

補償内容等 加入率

ナラシ
対策

◎�米（主食用米）・麦・大豆等の価格低下によ
る収入減を補てん

◎�農業者と国が1対３の割合で積立金を拠出
◎�国は農業（災害）共済とセットでの加入を推
奨

※�令和２年度産より備蓄米（条件付）も対象

40.1％

収入
保険

◎�自然災害による収量減、農産物の価格低下の
ほか、ケガ・病気などによる収入減も対象

◎青色申告による確定申告が加入条件
※�農業（災害）共済とナラシ対策に加入できない

14.4％
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五
いつわかい
和会 伊

いと う
藤 良

りょうじ
二

●
市
長
の
政
治
姿
勢
は

●
総
合
体
育
館
建
設
後
の
計
画
は

●
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
向
上
を

●
高
齢
者
の
た
め
の
巡
回
バ
ス
を

　
　
　
な
ど

問
市
長
の
政
治
姿
勢
は
何
か
。
ま
た
、
最

重
要
課
題
は
。

【
市
長
】

答　
私
の
政
治
姿
勢
と
し
て
基
本
的
に
は

公
平
か
つ
公
正
で
分
か
り
や
す
い
政
治
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
に
つ

い
て
は
減
少
率
を
ど
う
緩
和
さ
せ
て
い
く
か

が
、
私
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
、

議
員
各
位
な
ら
び
に
関
係
機
関
の
意
見
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
議
論
し
な
が
ら
市
政
執
行

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
総
合
体
育
館
建
設
後
の
財
政
的
影
響

は
。

【
財
政
部
長
】

答　
（
仮
称
）
つ
が
る
市
総
合
体
育
館
建

設
は
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

約
70
億
円
を
超
え
る
事
業
で
市
債
の
償
還
は

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
31
年
度
ま
で
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
中
長
期
的
な
見
通
し
で
は
各

種
財
政
指
標
に
一
定
の
上
昇
は
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
財
政
的
に
は
十
分
健
全
な
範
囲
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問
総
合
体
育
館
建
設
後
の
経
費
は
。

【
教
育
部
長
】

答　
施
設
の
年
間
の
維
持
管
理
費
は
お
よ

そ
５
千
万
円
か
ら
６
千
万
円
、
人
件
費
を
加

え
る
と
８
千
万
円
か
ら
９
千
万
円
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
て
は
ど

う
か
。

【
副
市
長
】

答　
今
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
の
支
援

業
務
を
専
門
業
者
に
委
託
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
を
２
カ
所
に
増
や
す
ほ
か
、
よ
り

お
得
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
法
定
範
囲
内
で
寄

附
金
還
元
率
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
寄
附
金

の
増
額
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
バ
ス
路
線
か
ら
外
れ
た
地
域
に
高
齢

者
の
た
め
の
巡
回
バ
ス
を
運
行
で
き
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

答　
巡
回
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
バ
ス

会
社
や
タ
ク
シ
ー
会
社
へ
の
影
響
を
考
慮
し

な
が
ら
既
存
の
バ
ス
運
行
を
見
直
し
し
、
利

便
性
の
高
い
効
率
的
な
方
法
で
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全国市議会議長会表彰

6

令和３年度全国市議会議長会の定期総会

（書面開催）において、永年にわたり地方

自治の発展に寄与した功績により表彰され、

６月定例会閉会日、議場において野
の ろ

呂 司
つかさ

議長より表彰状が伝達されました。

◆ 議員20年表彰　山
やまもと

本 清
きよあき

秋　議員
　　　

※ 町村議会の在職期間は実年数の1/2に

換算されます。表彰を受けた山
やまもと
本 清

きよあき
秋議員



つがる市議会だより－第70号

補
助
内
容
は
。

【
経
済
部
長
】

答　

市
内
の
事
業
者
に
対
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
環
境
整
備
に
要
し
た
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
。
飛
沫
感
染
防
止
を

目
的
と
し
た
備
品
な
ど
購
入
費
（
税
抜

き
）
の
10
分
の
９
を
補
助
し
、
上
限
は

従
業
員
が
10
人
未
満
の
場
合
は
10
万
円
、

10
人
以
上
の
場
合
は
20
万
円
と
す
る
。

議
案
第
35
号

令
和
３
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
体
制

　

整
備
事
業
費

４
万
円　

成な
り
た田　

克か
つ
こ子　

委
員　

問　
ど
の
よ
う
な
方
が
成
年
後
見
人

と
な
っ
て
い
る
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　

本
人
の
親
族
、
社
会
福
祉
士
や
弁

護
士
な
ど
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
法
人
が

成
年
後
見
人
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
29
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

（
令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
13
号
））

※
一
万
円
未
満
四
捨
五
入

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
事
業
費　

△
６
４
０
３
万
円　

成な
り
た田　
　

博ひ
ろ
し　

委
員　

問　
65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

状
況
は
。

【
福
祉
部
長
】

答　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
そ
１

万
２
５
０
０
人
の
う
ち
、
約
８
割
の
人

が
申
し
込
み
、
３
２
７
７
人
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

い
る
。
接
種
率
は
26
・
２
％
（
５
月
末

現
在
）。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
が
取
り

づ
ら
く
、
予
約
で
き
て
も
時
期
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
う
状
況
に
あ
る
が
、
対
策

は
。

【
福
祉
部
長
】

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
医
療
機
関

の
協
力
が
必
要
で
、
予
約
受
付
当
初
は

協
力
で
き
る
医
療
機
関
が
少
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
、
医
療
機
関
５
カ
所
か
ら

協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
市
民
診
療
所
の
協
力
に
よ
り
、

７
月
ま
で
平
日
の
夕
方
に
週
３
、
４
日
、

日
程
を
追
加
し
、
対
応
す
る
。

問　
65
歳
未
満
に
対
す
る
案
内
通
知

は
い
つ
に
な
る
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　
７
月
中
に
案
内
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

議
案
第
34
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

（
令
和
３
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
））

　

宿
泊
施
設
応
援
！
市
民
限
定
！

　

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
補
助
金

３
４
４
９
万
円　

長は
せ
が
わ
谷
川　

榮え
い
こ子　

委
員　

問　
第
3
弾
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

内
容
は
。

【
経
済
部
長
】

答　
前
回
と
同
様
、
宿
泊
プ
ラ
ン
１

万
１
０
０
０
円
を
１
０
０
０
円
で
、
日

帰
り
プ
ラ
ン
４
５
０
０
円
を
５
０
０
円

で
利
用
で
き
る
。
は
が
き
に
よ
る
応
募

を
受
け
付
け
し
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
厳
正
な
る
抽
選
を
行
う
。

　

感
染
症
対
策
環
境
整
備
支
援
事
業

　

補
助
金

１
０
０
０
万
円　

木き
む
ら村　

良よ
し
ひ
ろ博　

委
員　

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

予
算
特
別
委
員
会

審
査
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

委
員
長小お

が
さ
わ
ら

笠
原
　
忍し
の
ぶ　

7
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出
張
所
費
（
人
件
費
）

△
１
１
７
３
万
円　

田た
な
か中　
　

透と
お
る　

委
員　

問

出
張
所
に
お
い
て
、
人
員
の
削

減
が
あ
っ
た
も
の
か
。

【
総
務
課
長
】

答

当
初
予
算
に
お
い
て
正
規
職
員
を

多
く
見
込
ん
で
い
た
が
、
人
事
異
動
の

結
果
、
専
門
員
の
割
合
が
当
初
よ
り
高

く
な
っ
た
も
の
で
人
員
の
削
減
は
な
い
。

洋
上
風
力
発
電
事
業
地
域
振
興
策
等

　

基
礎
調
査
委
託
料

４
６
０
万
円　

秋あ
き
た
や
田
谷

建た
て
ゆ
き幸　

委
員　

問

調
査
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
。

【
総
務
課
長
】

答　

本
市
を
含
む
青
森
県
沖
日
本
海
南

側
区
域
は
国
の
洋
上
風
力
発
電
事
業
の

有
望
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

促
進
区
域
の
指
定
に
向
け
て
本
市
の
地

域
振
興
策
を
検
討
す
る
た
め
、
地
元
企

業
の
参
入
や
地
方
創
生
に
寄
与
す
る
発

電
事
業
の
あ
り
方
の
ほ
か
、
発
電
事
業

に
伴
う
地
域
経
済
の
波
及
効
果
な
ど
の

基
礎
調
査
を
行
う
。

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
補
助
金

３
０
０
０
万
円

木き
む
ら村

良よ
し
ひ
ろ博　

委
員　

問

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
の
補

助
内
容
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　
農
作
業
の
省
力
化
や
労
力
軽
減

を
図
る
機
械
の
購
入
額
（
税
抜
き
）
に

対
し
、
４
分
の
１
を
補
助
す
る
。
上
限

は
１
０
０
万
円
と
し
、
１
世
帯
１
回
限

り
と
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事

２
８
３
万
円　

齊さ
い
と
う藤　
　

渡わ
た
る　

委
員　

問

工
事
場
所
は
ど
こ
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　
つ
が
る
市
民
健
康
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
健

康
づ
く
り
講
座
な
ど
を
開
催
す
る
た
め
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
。

旧
稲
垣
西
小
学
校
改
修
工
事

６
７
１
万
円

佐さ

さ

き
々
木

敬け
い
ぞ
う藏　

委
員　

問

工
事
内
容
は
。

【
財
政
部
長
】

答　
旧
稲
垣
西
小
学
校
を
稲
垣
﹁
藁

の
会
﹂
な
ど
の
文
化
団
体
に
貸
し
て
お

り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
た
め
改
修
す
る
。

水
道
工
事
や
ト
イ
レ
改
修
の
ほ
か
、
自

動
火
災
報
知
設
備
な
ど
を
整
備
す
る
。

　
諮
　
問

諮
問
第
2
号

◎
人
権
擁
護
委
員

　

次
の
方
を
適
任
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
　

鹿し
か
な
い内　
　

博ひ
ろ
しさ
ん（
稲
垣
・
再
任
）

　
　

工く
ど
う藤

惠け
い
こ子
さ
ん（
車
力
・
再
任
）

　

任
期　

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

令
和
６
年
９
月
30
日
ま
で

　
人
事
案
件

議
案
第
51
号

◎
筒
木
坂
財
産
区
管
理
委
員

　

次
の
方
を
同
意
し
ま
し
た
。

　
　

石い
し
か
わ川

一か
ず
ゆ
き行

さ
ん
（
再
任
）

　
　

三み
つ
は
し橋

美よ
し
や也

さ
ん
（
再
任
）

　
　

三み
つ
は
し橋

敬ひ
ろ
の
ぶ正

さ
ん
（
再
任
）

　
　

三み
つ
は
し橋　
　

平た
い
らさ
ん
（
再
任
）

　
　

三み
つ
は
し橋

秀ひ
で
い
ち一
さ
ん
（
再
任
）
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◎ 東京事務所においては移住、
定住、新規就農者に関する
相談など常時、対応してい
るが、新型コロナウイルス感染拡大の
影響による失業者等の具体的な対応に
ついては現在、検討中

対応対応４４

あの要望要望は
どうなった？

　今後も新型コロナウイルス感染症の影響が懸念されるため、市民の声を反映した政策につながるよう市議
会として取り組んでまいります。

令和３年２月、市議会は市に対して新型コロ
ナウイルス感染症対策について以下のとおり要
望しました。         
その後、どのように取り組まれるのかを追跡

しました。

新型コロナ対策

大都市圏において、感染拡大の影響
　　 による失業等でUターンを検討してい

る方に向けた東京事務所の相談窓口強
化にあわせて、人口減少対策として行

　　っている支援等をPRする

要望

４４

どうなった？

福祉施設において、事業者自らが
　　感染を確認するための検査費用の支援

要望

３３

ワクチン接種に向けた市民への周
　　知、接種体制の確保、環境整備

要望

１１

事業所等への非接触型検温器の設
　　置、感染予防対策にかかる費用の支援

要望

２２

◎ 広報、市HP、防災無線等に
よるワクチン接種に関する
情報の周知徹底
◎ 集団接種会場を市内３カ所
に設置して接種体制を強化

対応対応１１

対応対応３３

対応対応２２

対応対応５５

そのほか、市の新型コロナ対策そのほか、市の新型コロナ対策
◎ 市内小中学校における感染予防物品の
購入　　　　　　　　　　　　　170万円
◎市民全員に１人5,000円分の商品券を配布

１億7,820万円
◎ 大学生等の保護者へ5,000円分の商品券を
交付 　　　　　　　　　　　　  298万円
◎ 事業継続の支援と消費喚起するため20％
プレミアム付き商品券を販売
　※申し込みは終了しました。   7,260万円
◎ 農産物詰め合わせセット6,000円を1,000
円で販売するほか、メロン・スイカ１箱を
2,500円で販売      　　　　　1,360万円

　※メロン・スイカ販売の申し込みは終了しました。

観光客が減少したことによる宿泊
　　業へ対する支援

要望

５５

9

◎ 市内の社会福祉施設にお
いて、新型コロナウイル
ス感染者が発生した場合
などで、行政検査の対象
とならなかった同施設職
員が任意で受けるPCR検査等に要した
費用の2分の１を補助。上限は検査１
回あたり5,000円、限度額は１事業者
につき年15万円　　　予算額225万円

◎ 第３弾宿泊施設応援キャン
ペーンとして、市民限定で
1万1,000円の宿泊プランを
1,000円、4,500円の日帰り
プランを500円での利用が可能
　※申し込みは終了しました。

　　　　　　　  予算額3,449万円

◎ 市内事業者に感染予防のための
備品購入費の10分の９を補助。

　上限は従業員数が10人未満は
　10万円、10人以上は20万円と
　する  　　　　　　　予算額 1,000万円

つがる市議会だより－第70号
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議会改革特別委員会　活動報告

発議第１号　

　つがる市議会会議規則の一部を改正する規則案

　女性をはじめ、多様な人材の市議会への参画を促進す
る環境整備の一環として、本会議および委員会の欠席事
由に育児、介護、配偶者の出産補助等を具体的に例示し
て明文化し、出産に伴う欠席期間の範囲を産前・産後に
も配慮した規定に整備しました。　
　また、行政手続きにおける押印の見直しを推進する政
府の方針を踏まえ、これまで義務付けていた請願人の押
印を署名または記名押印に改めました。

　この規則改正案は全会一致で可決されました。

先進自治体の事例を学ぶため、特別委員会が視察
を行いました。その概要をお知らせいたします。

　令和３年６月25日、中泊町議会を訪問し、
議会におけるペーパーレス化を推進するタ
ブレット端末の導入について視察した。
　全国的には、平成25年に神奈川県逗子市
議会が初めて導入し、コピー用紙や印刷コ
ストの削減のほか、検索性に優れ、資料へ
のアクセスが早くなるため、会議の迅速化
が図られるなどの効果がある。近隣では五
所川原市も導入している。
　この日は、実際にタブレットを操作しな
がら、中泊町の担当者から説明を受け、会
議システムの機能や導入した時の議員への
対応などを質問した。担当者は「議員たち
は不安だったと思うが、タブレット導入と
同時に紙媒体での議案配布はせず、とにか
く触ってもらい慣れてもらった」など回答
があった。
　委員会では導入のメリット、デメリット
を整理し、今後の導入に向けた議論を重ね
ていく予定である。

委員会発議

行政視察報告

委員長
伊
いとう
藤 良

りょうじ
二

担当者の説明を受ける委員

操作を体験する委員

第70号－つがる市議会だより
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常任委員会　活動報告

●総務常任委員会　行政視察　　７月１３日

●経済建設常任委員会　所管事務調査　　６月２９日

【ウィンドファームつがる】
　ウィンドファームつがるは、令和２年４月から運
転を開始した国内最大の風力発電所で、メロンロー
ド沿いに建設された大型風車38基で、一般家庭約９
万世帯分を発電している。
　運営・事業主体であるグリーンパワーつがる合同
会社の事務所を訪問し、担当者より運営状況等事業
概要の説明を受けた。委員から「地権者や売電先（東
北電力）との契約は20年ということだが、その後は
どうなるのか」との問いに、「今の制度では売電先
が20年ということになっているが、国の自然エネル
ギーを増やしていく方向性からすると20年以降につ
いて新たな制度ができるのではないか。欧米では40
年くらい回っている風車もあるし、自然エネルギー
が欲しい企業が増えている」との回答があった。
　その後、実際の風車を見学し、回転している羽根
の音の大きさなどを確認した。

【屏風山牧野】
　屏風山牧野は車力地区にある公共牧場で、屏風山畜産
組合に管理運営を委託している。牧野は草地造成から
20年経過し、草地の生産性が低下しているほか、畜産
業については、高齢化や後継者不足による労働力不足な
どが問題となっている。これらに対応するため、低コス
トで生産性の高い肉用牛経営の実現を目的に草地畜産基
盤整備事業において草地造成や家畜保護施設、農機具等
を整備した。今回は家畜保護施設を見学し、委員からは
畜産業の現状について質問や意見が出た。
【メロン水耕栽培実証実験】
　本市におけるメロンの生産量は全国5位であるが、高
齢化や後継者不足により生産量が年々減少傾向にあるほ
か、栽培時期が夏期のみと限定的であるため、年間を通
した収益性が課題となっている。本市では、農業所得向
上や後継者の確保のほか、メロンの通年栽培技術を確立
するため、ロマン荘ガラス温室において、町田式新農法
による水耕栽培実証実験をしている。現在３作目となる
メロンの状況など視察し、委員からは栽培方法について
など質問や意見が出た。
　両事業とも本市の畜産業・農業振興の一助となること
を願いつつ、今後も議会としての立場から意見を述べて
いきたい。

鳴
なるみ

海　晴
はれお

雄 組合長(中央)

牛100頭の飼養が可能

実績のある町田式新農法

事業概要の説明を受ける

売電収益の一部を市に
寄附しています

立地場所で運転状況を確認

つがる市議会だより－第70号
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5月

10日 国道101号津軽バイパス整備促進期成同盟会監査
議会改革特別委員会

 12日 青森県市議会議長会第1回定期総会（五所川原市）
13日 十三湖二期地区土地改良事業促進協議会総会（中泊町）
27日 議会運営委員会

6月

3日 令和3年第2回つがる市議会定例会開会
7日～8日 一般質問

 9日 予算特別委員会
 11日 総務常任委員会、教育民生常任委員会
 15日 令和3年第2回つがる市議会定例会閉会
25日 議会改革特別委員会行政視察（中泊町）
29日 経済建設常任委員会所管事務調査

7月

13日 総務常任委員会行政視察（市内）
21日 議会だより編集委員会

30日 (仮称)つがる市防災備蓄倉庫・ヘリポート整備事業
建築工事安全祈願祭

おしらせ
　新型コロナウイルス感染症の
感染予防、感染拡大防止のため、
会議の傍聴を制限する場合があ
りますので、傍聴を予定してい
る方は議会事務局へお問い合わ
せください。

●●●●●●気になるワード気になるワード●●●●●●

成年後見制度成年後見制度
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成年後見制度には、判断能力の程度に応じて家庭裁判所が選任する法定後見制度法定後見制度と本人が十分な判
断能力があるときに任意で後見人と契約する任意後見人制度任意後見人制度があります。しかし、財産の管理または
日常生活等に支障がある者を支える重要な手段であるにもかかわらず十分に利用されていません。
　そのため、平成28年に制定された成年後見制度の利用の促進に関する法律成年後見制度の利用の促進に関する法律において、市町村は国
が定める「成年後見制度利用促進基本計画」を勘案し、促進に関する施策について基本計画を定める
よう努めるものとされました。
　本市においては、弁護士、司法書士、社会福祉士等の専門職と地域の関係者で構成した成年後見制成年後見制
度利用促進委員会度利用促進委員会の設置など成年後見制度の利用促進に向けた整備を進めています。

※詳しくは介護課へお問い合わせください。

次回定例会予定次回定例会予定 9 9 月月 詳しくはホームページをご覧い
ただくか議会事務局にお問い合
わせください。

つがる市議会　インタ－ネット中継

　認知症、知的障害、精神障害などによって判断能力が不十分な方の援助者を
選び、法律的に支援する制度です。　　　　　　　　　　　　　 ※平成12年施行

議会中継議会中継をを
ご覧いただけます。ご覧いただけます。

６月定例会の中から「気になる言葉」を取り上げて解説します

これまでの議会の活動の一部を紹介しますこれまでの議会の活動の一部を紹介します

こ
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ら

こ
ち
ら 

編
集
室

編
集
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　本会議などの様子
をインターネットで
ライブ中継､ 録画中
継しています。
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適切な判断のサポート契約手続きの代行 不当な契約の取り消し
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